
 
 

 

 

 
 

今月の聖句  月主題    

『人はパンだけで生きるものではない。』  

ルカによる福音書 ４章４節 

０歳児クラス  ： あそぼう 

１．２歳児クラス  ： やりたいようにやってみる 

幼児クラス  ： おもしろい 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
  
              

＝９月の行事＝ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１日(金) 避難訓練 

４日(月) 幼児クラス合同礼拝（３.４.５歳児） 

６日(水) 体育遊び（５歳児） 

７日(木) 内科健診（４歳児） 

７.８日(木・金) お泊まり保育（５歳児） 

１１日(月) 幼児クラス合同礼拝（３.４.５歳児） 

１３日(水) 体育遊び（５歳児） 

１５日(金) 誕生会 

１９日(火) 幼児クラス合同礼拝（３.４.５歳児） 

２２日(金) かばうま コンサート 

２５日(月) 幼児クラス合同礼拝（３.４.５歳児） 
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ここ数年の猛暑、今年は特に猛暑日が長く、世界でそして日本の各地で地球温暖化に派生する自然災害が 

頻繁に起きています。国連のグレーテス事務局長が７月に、地球温暖化の時代は過ぎ、地球沸騰化の 

時代であると表明し、CO２（二酸化炭素）の削減を一刻も早く減らす努力の必要性を述べています。私の 

小さい頃は真夏でも３０度を少し越えるぐらいでしたが、今は夏といえば３５度が当たり前になっています。 

このままＣＯ２の排出量が減らせない状況が続けば、保育園に通う子どもたちの将来が危ぶまれますし、 

本当に心配しています。 

さて、皆様にお知らせすることがあります。本園は創立以来５１年にわたり「保育所」として運営してまいり

ましたが、２０２４年（来年）４月から設置形態を「幼保連携型認定こども園」に変更することとなり、設置事前

申請を西宮市に行い、８月下旬に設置認可に係る内示を受けました。ただ、認定こども園になっても従来から 

行ってきた本園の保育そのものの本質が変わるわけではありません。ご安心いただければと思います。 

「保育」とは養護と教育が一体となった概念ですが、時代の変化とともに特に３才以上の幼児教育の 

重要性が認識され、一人ひとりの子どもの成長にとって、幼・保・小の教育連携の必要性が叫ばれています。

本園は従来から３才以上の園児には、教育に重点を置いた保育をおこなってまいりましたが、「幼保連携型 

認定こども園」に設置形態を変更することにより、３才以上の園児には、より一層、そして明確に幼児教育に 

重点を置いた保育をおこなってまいります。 

保護者の皆様におかれましては、本園の保育にご理解ご支援賜りますようお願い申し上げます。 

◇９月１５日(金)は職員会議・園内研修があります。 

のびる芽  

☆保育実習生受け入れについて 
 

◇関西学院教育学部の学生が実習をします。 

・９／１(金)～９／１２(火) 

・９／１１(月)～９／１５(金) 


